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豊
か
な
自
然
の
中
の	

	

　
　

和
風
モ
ダ
ン
な
住
宅

　

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
宅
は
、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
加
茂
郡
八
百
津
町
の
圃
中
様

邸
。
山
間
の
通
り
か
ら
少
し
高
く
な
っ
て
い
る
土

地
に
、
昨
年
一
一
月
に
竣
工
さ
れ
、
約
四
ヶ
月
お

住
ま
い
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

圃
中
様
ご
夫
婦
と
四
歳
と
一
歳
の
男
の
子
の
四

人
家
族
。
離
れ
に
は
お
父
様
が
お
住
ま
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
段
高
く
な
っ
た
敷
地
に
、
和
風
な
が
ら
モ
ダ

ン
な
雰
囲
気
を
持
つ
お
宅
が
、
周
り
の
目
に
と
ま

り
ま
す
。

何
度
も
足
を
は
こ
ん
だ	

	
  

住
宅
展
示
場
・
建
築
現
場

　

こ
の
新
居
を
お
建
て
に
な
っ
た
経
緯
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
の
夏
頃
、
新
和
建
設
か

ら
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ラ
シ
を
も
ら
っ
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
、
非
常
に
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

子
供
の
成
長
期
に
合
わ
せ
て
、
是
非
家
を
新
築

し
た
い
と
考
え
て
い
た
ご
夫
妻
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

で
は
な
く
て
新
築
の
完
成
見
学
会
は
な
い
で
す

か
？
と
問
い
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
見
学
の

日
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
展
示
場
も
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
蟹
江
の

展
示
場
で
見
た
間
取
り
も
、
大
変
参
考
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

住
宅
展
示
場
で
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
は
非
常

に
参
考
に
な
り
、
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
気

持
ち
も
高
ま
り
ま
す
。

　

実
際
の
建
築
現
場
も
参
考
に
し
ま
し
た
。
美
濃

加
茂
に
建
築
中
の
素
敵
な
お
家
が
あ
っ
て
、
そ
の

完
成
ま
で
の
過
程
を
ず
っ
と
見
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
が
新
和
建
設
の
施
工
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

木
の
家
が
望
み
だ
っ
た
と
い
う
ご
夫
妻
。
そ
れ

か
ら
三
年
余
の
時
を
経
て
、
昨
年
一
一
月
、
念
願

の
新
居
の
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の	

	

　
　

可
動
式
メ
イ
ク
ゲ
ー
ト

　

さ
て
、
新
居
の
ご
様
子
で
す
が
、
白
の
壁
を
基

調
と
し
、
和
の
風
情
の
中
に
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が

醸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
式
の
格
子
に
代
わ
る

可
動
式
の
薄
茶
色
の
メ
イ
ク
ゲ
ー
ト
、
そ
し
て
同

色
の
玄
関
扉
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
生
き
て
い
ま

す
。

　

家
の
裏
に
あ
た
る
北
側
に
は
、
室
内
の
階
段
に

当
た
る
部
分
に
、
上
か
ら
下
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
伸

び
た
薄
茶
色
の
格
子
が
配
さ
れ
、
こ
れ
も
周
囲
の

目
を
引
き
ま
す
。

　

玄
関
は
南
側
の
表
玄
関
の
他
に
東
側
に
は
も
う

ひ
と
つ
の
玄
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
離
れ
に

お
住
ま
い
の
お
父
様
が
行
き
来
し
易
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
も
も
っ
ぱ
ら
そ
ち
ら
の

玄
関
を
使
い
、
表
玄
関
は
お
客
様
が
お
使
い
に
な

ら
れ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
玄
関
を
入
っ
て
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
自
転
車
は
そ
の
ま
ま
直
接
土
間
収

納
へ
と
の
動
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た		

	

　
　
　
　

 

リ
ビ
ン
グ

　

お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
梁
が
見
ら
れ
る
高
い
天

井
が
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
リ
ビ
ン
グ
で
し
た
。
ご

夫
妻
の
想
い
は
「
子
ど
も
の
成
長
を
木
の
家
で
」。

リ
ビ
ン
グ
と
玄
関
の
壁
は
珪
藻
土
、床
に
は
楢
材
、

硬
め
の
床
材
と
ク
リ
ア
塗
装
は
お
子
様
の
生
活
を

考
え
ら
れ
て
の
こ
と
。
非
常
に
お
詳
し
く
勉
強
さ

れ
た
ご
夫
妻
、
建
築
は
そ
れ
に
応
え
て
い
ま
す
。

こ
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
間
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は

部
屋
を
楽
し
そ
う
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｌ
字
型
の
見
通
し
の
よ
い	

　
　

リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニン
グ

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
朝
日
が
差
し
込
む
朝
食
を
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
リ
ビ

ン
グ
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
も
見
渡
せ
る
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
子
ど
も
が
見
て
い
ら
れ
る
、
お

 

安
心
の
子
育
て
空
間

寒
さ
の
中
に
も
春
の
息
吹
を
感
じ
ら

れ
る
二
月
中
旬
、
岐
阜
県
加
茂
郡
に

昨
年
十
一
月
に
新
築
さ
れ
た
ば
か
り

の
圃
中
様
の
お
住
ま
い
に
つ
い
て
、

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

写
真
／
成
田
香
澄

文
／
廣
瀬　

彰

圃は
た
な
か中  

仁
さ
ん

　  

清
美
さ
ん

ご
夫
妻
　

（
岐
阜
県
加
茂
郡
）
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の
あ
る

  
暮
ら
し



子
様
の
成
長
と
お
子
様
と
の
生
活
を
考
え
た
造

り
。
光
の
具
合
や
、
動
線
な
ど
の
機
能
性
を
と
こ

と
ん
考
え
ら
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
夫
妻
の
セ
ン
ス
も
抜
群
で
、
オ
レ
ン

ジ
の
ソ
フ
ァ
を
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
に
し
、
ロ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
や
他
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
ナ
チ
ュ
ラ

ル
系
で
品
よ
く
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い

た
中
に
も
元
気
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
活
発
な

お
兄
ち
ゃ
ん
が
生
き
生
き
と
成
長
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
す
ね
。

勾
配
天
井
で
ひ
ろ
び
ろ
空
間

　

二
階
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
部
屋
と
ご
夫
婦
の
寝
室
、
書
斎
、
収
納

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
オ
ー
プ
ン
な
空
間
の
中

に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
部
屋
に
は
ロ
フ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
遊
び
心
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
こ
も
屋
根
の
勾
配
を
生
か
し
た
天
井
で
、
実

際
の
広
さ
よ
り
も
広
く
感
じ
、
開
放
感
タ
ッ
プ
リ

で
す
。
部
屋
ご
と
に
天
井
の
形
が
変
わ
り
、
部
屋

の
移
動
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
工
夫
さ
れ
た
窓
枠
と
、
そ
こ
か
ら
の
広
々

と
し
た
景
色
に
も
心
和
み
ま
す
。

　

こ
の
二
階
、
今
は
ま
だ
お
子
様
が
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
お
子
様
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
も
っ
と
先
に
は
、
ご
夫
妻
が
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
げ
る
お
部
屋
と
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。

決
め
手
と
な
っ
た		

	
  

現
場
の
コ
ミュニケ
ー
ション
力

　

取
材
の
間
、「
棟
梁
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
何

度
も
出
て
来
ま
し
た
。
建
築
会
社
の
設
計
も
施
工

も
、
施
主
さ
ん
の
想
い
が
入
っ
て
い
な
く
て
は
、

生
き
た
も
の
と
な
り
ま
せ
ん
。
想
い
の
込
め
ら
れ

た
設
計
に
、
現
場
で
の
棟
梁
さ
ん
の
プ
ロ
の
技
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
住
宅
建
設
と
い

う
大
き
な
決
断
が
花
開
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
新
居
に
住
ま
い
、
生
活
し
、
時
を
経
て
い
く
こ

と
で
、
実
を
結
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
し
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
と	

　
　

現
場
訪
問
が
大
切

　

最
後
に
圃
中
様
ご
夫
妻
に
、
こ
れ
か
ら
「
家
を

建
て
よ
う
」
と
い
う
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

・
施
主
の
要
望
を
具
体
的
に
、
細
か
く
。
し
っ
か

り
伝
え
、
説
明
す
る
。

・
色
々
な
家
を
見
る
。
特
に
お
台
所
。

・
住
宅
展
示
場
は
生
活
を
想
定
し
て
体
験
で
き
、

大
変
参
考
に
な
る
。

・
建
築
現
場
に
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
語
ら
れ
る
ご
夫
妻
、
お
家
を
建

て
ら
れ
た
充
実
感
と
喜
び
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
一
生
か
け
て
、
こ
の
「
家
」
を
楽

し
ん
で
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あらわしの梁で天井を高くした

１階リビング
大黒柱のある1階 LDK

1・2階を貫く格
子のある

モダンな北側外
観

棟梁さんの提案でできた1階和室の神棚と仏間
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新
役
員
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
た
び
、
当
社
取
締
役
会
に
お
き
ま
し
て
左
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
、
四
月
一
日
付
け
で
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
新
役
員
一
同
、
心
を
一
つ
に
し
て
社
業
発
展
を
期
し
奨
励
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
従
来
に
ま
し
て
ご
高
配
な
ら
び
に
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

会
長 

𠮷
村
良
三
（
前
代
表
取
締
役
社
長
）

副
会
長 

田
口
文
男
（
前
専
務
取
締
役
）

代
表
取
締
役
社
長 

藤
井
保
明
（
前
代
表
取
締
役
副
社
長
）

代
表
取
締
役
副
社
長 

𠮷
村
浩
人
（
前
取
締
役
本
店
総
務
部
部
長
）

美
濃
加
茂
支
店
支
店
長 

藤
井　

健
（
前
取
締
役
支
店
総
務
部
部
長
）

経
営
企
画
室
室
長
・
技
術
本
部
本
部
長 

藤
井　

徹
（
前
執
行
役
員
総
合
企
画
部
部
長
）

営
業
本
部
本
部
長 

古
田
和
延
（
前
執
行
役
員
本
店
営
業
部
部
長
）

不
動
産
本
部
本
部
長 

小
田
喜
幸
（
前
執
行
役
員
支
店
営
業
部
部
長
）

生
産
本
部
・
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
本
部
本
部
長 

菱
川　

学
（
前
執
行
役
員
品
質
管
理
部
部
長
）

　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上

お便り大募集
インテリア、収納、リフォーム、ガー
デニング等々、暮らしを便利で楽しく
するアイデア、身の回りで起こった出
来事などをエッセイ風にまとめたもの
など、みなさんからの声をお待ちして
います。
本誌に関するご意見、ご感想、ご質問、
提案等も大歓迎です。

新和建設ホームページのお問い合せ
フォームより、ご意見をお寄せくださ
い。

http://www.sinwanet.co.jp/form/contact/

＊掲載させて頂いた方には、図書券をお送りいたします。

　
平
成
26
年 

　
株
式
会
社
新
和
建
設
新
春
決
起
集
会

　
及
び
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

写
真
・
文
／
大
橋
弘
宜

「『
木
と
技
と
心
』長
期
優
良

　
　
　
　
住
宅
シ
ス
テ
ム
」で
、

　
　
長
期
性
能
タ
イ
プ
の
認
定
を
取
得

お
お
ご
え
こ
ご
え
だ
よ
り

　

１
月
23
日
、
愛
知
県
丹
羽
郡

扶
桑
町
に
あ
る
扶
桑
文
化
会
館

に
て
、
平
成
26
年
株
式
会
社
新

和
建
設
新
春
決
起
集
会
及
び
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
協
力
業
者

の
皆
様
と
新
和
建
設
の
全
社

員
、
合
わ
せ
て
７
０
０
名
近
く

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
副
社
長
〔
前
取

締
役
本
店
総
務
部
部
長
〕
𠮷
村

浩
人
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
新

和
建
設
会
長
〔
前
代
表
取
締
役

社
長
〕
𠮷
村
良
三
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
今
年
も
13
時
開
始
、
17

時
終
了
と
全
体
で
４
時
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
方
針
発
表
と
し
て
、
代

表
取
締
役
社
長
〔
前
代
表
取
締

役
副
社
長
〕
藤
井
保
明
か
ら
国

内
外
の
経
済
状
況
、
昨
年
の
取

組
、
新
組
織
体
制
、
平
成
26
年

事
業
計
画
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

部
門
発
表
で
は
、
各
役
員
か
ら

会
社
方
針
に
基
づ
い
た
部
門
単

位
で
の
事
業
計
画
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
経
営
企
画
室
室
長
・

技
術
本
部
本
部
長
〔
前
総
合
企

画
部
・
技
術
統
括
部
部
長
〕
藤

井
徹
よ
り
、
日
本
住
宅
・
木
造

技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
木
造
住
宅
合
理
化
シ
ス
テ
ム

認
定
事
業
に
お
い
て
、「『
木
と

技
と
心
』
長
期
優
良
住
宅
シ
ス

テ
ム
」
で
長
期
性
能
タ
イ
プ
と

し
て
認
定
を
取
得
し
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
業
者
代
表
挨
拶
と
し

て
、
株
式
会
社
エ
フ
エ
ヌ
テ
ィ

森
栄
三
様
、
加
茂
水
道
工
業
株

式
会
社
奥
田
重
信
様
か
ら
、
棟

梁
会
代
表
挨
拶
で
は
、
美
濃
加

茂
支
店
棟
梁
笹
俣
浩
司
棟
梁
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
感
謝
状

贈
呈
で
は
藤
井
保
明
社

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
株
式
会
社

リ
ア
ル
Ｍ
代
表
取
締
役

武
井
則
夫
様
よ
り
『
新

和
建
設
が
選
ば
れ
続
け

る
た
め
に
』
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
人
は
理
由
が
あ
れ

ば
行
動
す
る
。
そ
し
て

理
由
が
伝
わ
れ
ば
選
ば

れ
る
。
だ
か
ら
『
選
ば

れ
る
理
由
』
を
用
意

す
る
こ
と
」
と
し
て
、

様
々
な
業
種
の
事
例
を

あ
げ
な
が
ら
、「
お
客
様
に
と
っ

て
の
価
値
を
創
り
続
け
る
こ

と
」、「
違
い
を
伝
え
続
け
る
こ

と
」
の
大
切
さ
を
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
決
意
表
明
で
は
、

木
村
装
飾
木
村
泰
弘
様
の
挨
拶

と
音
頭
で
会
場
全
体
が
一
丸
と

な
り
、
閉
会
の
辞
で
は
、
美
濃

加
茂
支
店
支
店
長
〔
前
取
締
役

支
店
総
務
部
部
長
〕
藤
井
健
の

挨
拶
で
本
イ
ベ
ン
ト
が
締
め
ら

れ
ま
し
た
。

（
＊
４
月
１
日
付
で
、
組
織
変
更
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
）

　

㈱
新
和
建
設
は
こ
の
ほ

ど
、
日
本
住
宅
・
木
造
技
術

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

木
造
住
宅
合
理
化
シ
ス
テ
ム

認
定
事
業
に
お
い
て
、「『
木

と
技
と
心
』
長
期
優
良
住
宅

シ
ス
テ
ム
」
で
、「
長
期
性

能
タ
イ
プ
」
と
し
て
認
定
を

取
得
し
ま
し
た
。

　

今
後
、㈱
新
和
建
設
で
は
、

長
期
優
良
住
宅
の
供
給
を
強

化
す
る
方
針
で
、
２
０
１
４

年
度
は
認
定
仕
様
の
住
宅
を

70
棟
供
給
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

認
定
モ
デ
ル
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｗ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

の
「
４

Ｃ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 

フ
ォ
ー

シ
ー
ス
タ
イ
ル
」
で
、
基
本

的
な
仕
様
と
し
て
採
用
し
、

普
及
商
品
と
し
て
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

㈱
新
和
建
設
の
提
案
す
る

「『
木
と
技
と
心
』
長
期
優
良

住
宅
シ
ス
テ
ム
」
は
、
伝
統

的
な
在
来
木
造
住
宅
の
構
法

に
Ｃ
Ａ
Ｄ
構
造
計
算
ソ
フ
ト

を
採
用
し
、
構
造
設
計
ル
ー

ル
に
基
づ
い
た
確
か
な
構
造

設
計
を
行
い
、
地
域
材
に
よ

る
構
造
材
・
羽
柄
材
の
標
準

化
と
、
接
合
金
物
の
整
理
に

よ
り
、
設
計
、
施
工
管
理
の

合
理
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
づ
く
り
は
人
づ
く
り

か
ら
」
を
企
業
理
念
と
し
て

お
り
、
20
年
に
及
ぶ
自
社
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
大

工
の
育
成
シ
ス
テ
ム
に
「
木

と
技
と
心
」
長
期
住
宅
シ
ス

テ
ム
の
技
術
情
報
を
加
え
、

大
工
に
は
技
術
情
報
を
提
供

し
〝
木
と
技
と
心
〟
の
住
宅

づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　現在建築中である者ですが、大工さんや、現場監督の方、設計、インテリア
の方の紹介記事や近況のコーナーをつくってほしいです。� （津島市／Ｔ様）

▶ありがとうございます。
　ぜひ今後のコーナー作りの参考にさせていただきたいと思います！

　新居に転居された人が、住んでから、どういった工夫をされているのか、等
の情報をもっと知りたいです。� （刈谷市／Ｕ様）

▶使いこなしや住みこなしの工夫についてですね。記事づくりの参考にさ
せていただきします。

おおごえこごえだより

イベント
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本社・名古屋本店Life住宅館
北名古屋市野崎山神15番地
TEL 0568-23-0536   FAX 0568-22-3012

神宮東展示場  神宮東中日ハウジングセンター内
名古屋市熱田区三本松町25-1
TEL 052-883-5305   FAX 052-882-3581

鳴海展示場  鳴海ハウジングセンター内
名古屋市緑区鳴海町伝治山3番地19
TEL 052-893-7575   FAX 052-891-1855 

一宮展示場
一宮市丹陽町五日市場字本地38番地
TEL 0586-81-3375   FAX 0586-81-3376

黒川東展示場  黒川東中日ハウジングセンター内
名古屋市北区猿投町2 
TEL 052-914-5730   FAX 052-914-5731

蟹江展示場  CBCハウジング蟹江インター住まいの公園内
海部郡蟹江町北新田1-60
TEL 0567-94-1555   FAX 0567-94-1556

春日井展示場
春日井市西山町2丁目6番9
TEL 0568-86-8878   FAX 0568-86-8868

木香の森  鹿田総合住宅展示場
北名古屋市鹿田合田240番
TEL 0568-68-6015   FAX 0568-25-0980

美濃加茂支店・夢の住宅館LEGEND
美濃加茂市本郷町9-15-60
TEL 0574-25-6631   FAX 0574-25-6608

高山支店・LIVEすまいる館
高山市松本町34-1
TEL 0577-32-8782   FAX 0577-32-8783

岐阜黒川支店
加茂郡白川町黒川1646
TEL 0574-77-1314   FAX 0574-77-1314

可児展示場  可児ハウジングセンター内
可児市下恵土字針田4100
TEL 0574-61-1638   FAX 0574-61-0721

多治見展示場  多治見ハウジングセンター内
多治見市上山町1-4
TEL 0572-25-6777   FAX 0572-25-6858

各務原展示場  岐阜ハウジングギャラリー各務原内
各務原市蘇原青雲町3丁目41の1
TEL 058-371-7013   FAX 058-371-7014

岐阜県庁前展示場  岐阜ハウジングギャラリー内
岐阜市藪田東1-3-20
TEL 058-272-1670   FAX 058-272-1671

恵木の杜  可児総合住宅展示場
可児市下恵土2993-1
TEL 0574-63-0715   FAX 0574-63-7016

愛 知 県

岐 阜 県

AICH I

G I F U

!編集後記
▶某社シーフードヌードルにカレーパ
ウダーをティースプーン１杯ほど入れ
ますと、カレーヌードルより胃にもや
さしく美味しく感じます。� 　（廣瀬）

▶スマートフォンで漫画を読むのに
すっかりはまっています。慣れてくる
と普通に読めるので、休憩時や気分転
換についつい読み浸ってます。�（大橋）

用意する物

・障子紙
・障子ハケ
・マスキングテープ
・カッターナイフ
・のり
・霧吹き

障子の張替の仕方
1
古
い
障
子
紙
を
は
が
す
。

①障子の裏側からハケかぞうきんで桟全
　体にたっぷりと水を含ませます。

2
の
り
づ
け
を
す
る
。

①枠外に沿って内側に１ｃｍほどののり
　しろ部分を残しマスキングテープを張
　ります。

②紙を張る面を上にして障子を床に寝か
　せ、はけを寝かせるようにしてのりを
　桟にまんべんなくつけます。

3
障
子
紙
を
張
る
。 ③のりが完全に乾いてから、マスキン

　グテープに沿ってカッターナイフを
　入れテープをはがします。

④障子を元に戻して霧吹きで水を
　吹き付けます。

②数分後、下からゆっくりはがします。桟全
　体をきつく絞った雑巾で水ぶきし、はがし
　残しも取ったら桟が乾くまで陰干しします。

①きっちりと巻いた障子紙の
ロールを左右中央になるよう
に障子枠にぴったりと合わせ
て置きます。

②ロールの両端を左右均等に持
ち上げ、少しずつ広げながら
桟の上に乗せ少し広げたら両
端に電話帳などを重しとして
置き、一気にロールをころが
して張ります。

▶

▶

▶

▶

み なののの
メメ テテナナ ススススススススス
D.I.Y....

みんなのみみみみみんんんんんなななななのののみんなの
メンテナンスメメメメメメメメメンンンンンンンンンテテテテテテテテテナナナナナナナナナンンンンンンンンンスススススススススメンテナンス
D.I.Y.DDDDDDDD....IIIIIIII....YYYYYYYY....D.I.Y.

新和建設ホームページの
“チャレンジ 住まいのメンテナンス、DIY”
のコーナーもご覧下さい。
http://www.sinwanet.co.jp/hint/maintenance/
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